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歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 4年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
7. 土木費 1. 市営住宅修繕事業

4. 住宅費

2. 市営住宅建設費 住宅課

（佐倉市）　　

第２章
人と自然が調和した安心して暮らせるまち（都市基 33,550

盤・住環境） 令和 3年度 0

臨時 単独 計画 0 0 0 基本施策２
住宅・住環境 令和 4年度 7,366

令和 5年度 17,668

施策１
価値の持続する住宅の整備を推進します 令和 6年度 8,516

令和 7年度 0

0

5,166 5,166

　市営住宅の各施設及び各設備について、修繕・更新等 　入居者の安全性、快適性の確保を図ります。また、市 　入居者の安全性・快適性が確保でき、また市営住宅の

を行います。 営住宅の長寿命化により、将来的な維持管理経費の縮減を図ります。 長寿命化とともにライフサイクルコストが縮減され、さらに効率的な維

持管理が行えます。

　施設や設備の経年に伴う老朽化による修繕の対 　経常的な修繕関係の経費については、令和３年 　ポンプ室修繕工事については、ポンプ給水能力

象が増えているため、その財源が問題となります。 度当初予算から経常的経費へ移動したため、臨時的に対応が必要となる の見直しなどにより、事業費の削減を図っています。

経費のみを要求します。

14 5,166 0 5,166

差引一般財源 0 5,166 0 5,166


